
明

季

天

主

教

傳

道

と

三

教

観

上

田

仲

雄

序明

末

天

主

教

を

奉

す

る

宣

教

師

が

陸

疫

と

し

て

中

国

に

入

國

す

る

。

而

し

て

彼

等

の

奉

ず

る

天

主

教

は

常

時

の

中

国

人

に

よ

っ

て

天

草

と

稀

せ

ら

れ

た

。

こ

の

天

啓

は

唐

代

に

あ

っ

て

は

景

教

と

稀

せ

ら

れ

、

元

代

に

あ

っ

て

は

十

字

敬

と

稀

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

景

教

、

十

字

数

、

天

拳

、

・

各

予

そ

の

教

理

に

は

多

少

の

相

違

は

あ

る

け

れ

ど

も

、

こ

れ

等

は

す

べ

て

基

磐

の

敦

．

ピ

奉

ず

る

宗

教

で

あ

り

、

一

般

に

酉

敦

と

も

統

礪

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

清

朝

に

い

た

っ

て

．

甲

国

に

入

れ

る

新

教

と

を

加

へ

る

な

ら

ば

、

中

国

に

樽

座

せ

る

基

密

教

は

、

四

回

の

時

期

を

劃

し

て

ゐ

る

こ

と

が

知

ら

れ

る

o

最

初

樽

廃

せ

る

景

教

は

、

店

員

観

十

二

年

に

入

國

せ

る

標

に

、

西

安

府

覆

兄

の

景

教

碑

に

は

記

入

さ

れ

て

ゐ

る

。

勿

論

こ

の

年

代

は

景

数

倍

阿

岸

本

（

。

首

L

。

ー

ー

）

が

公

式

に

帝

都

長

安

に

入

嘉

し

た

年

代

を

指

す

も

の

で

、

そ

れ

以

前

に

非

公

式

に

景

教

が

布

致

さ

れ

て

ゐ

た

こ

と

は

諭

を

ま

た

な

い

。

こ

の

景

教

の

布

教

状

態

の

大

要

は

景

教

砕

文

中

に

記

さ

れ

て

ゐ

る

。

耐

し

！

」

の

碑

文

が

誇

張

に

過

ぎ

て

、

景

教

が

他

の

宗

教

を

摩

し

た

か

の

如

く

述

べ

て

ゐ

る

が

、

こ

の

事

に

は

多

く

の

疑

問

が

存

在

す

る

。

冊

府

元

亀

、

長

安

志

等

に

は

こ

れ

と

反

射

の

記

事

が

見

え

て

ゐ

る

。

景

教

は

他

の

外

凍

教

に

る

マ

ニ

教

，

祇

数

等

に

比

し

て

勢

力

を

荷

主

に

過

ぎ

な

い

。

こ

の

唐

代

の

景

教

も

武

完

の

と

れ

る

宗

教

願

迫

の

政

策

に

よ

っ

て

、

そ

の

勢

力

を

北

方

開

外

、

及

び

西

域

地

方

に

韓

ぜ

ざ

る

を

得

な

く

な

っ

た

の

で

あ

る

。

元

代

に

い

た

る

と

こ

の

園

外

に

遊

か

れ

た

景

教

徒

が

、

ナ

イ

マ

ン

（

甥

P

ド

ロ

巴

－

）

、

ケ

ラ

イ

ト

（

K

篭

旨

）

，

メ

ル

キ

ッ

ト

（

呂

竃

紂

i

t

）

、

部

等

に

残

っ

て

ゐ

た

馬

に

、

元

朝

は

こ

れ

等

を

異

端

視

す

る

こ

と

は

し

な

か

っ

た

。

蒙

古

の

大

汗

た

る

ヂ

ン

ヂ

ス

汗

、

責

由

可

汗

、

蒙

耳

可

汗

等

が

皆

こ

の

景

教

に

好

意

を

寄

せ

た

こ

と

が

、

常

時

こ

れ

等

諸

汗

の

統

洽

し

た

蒙

古

帝

国

を

見

聞

し

た

、

マ

ル

コ

ぶ

ー

ロ

（

リ

訂

＝

O

等

㌻

）

、

ル

ブ

ル

ッ

ク

（

w

i

ニ

i

P

ヨ

（

オ

R

一

ー

ぎ

ー

一

C

粁

）

、

カ

ル

ビ

ノ

（

G

i

。

畠

巳

巳

二

㌢

昔

宮

C

モ

ー

）

i

V

i

S

）

の

記

事

に

見

え

て

ゐ

る

。

畏

山

村

汗

（

太

宗

）

の

オ

ル

ド

の

餅

に

は

、

十

字

敦

の

樹

椙

か

テ

ン

ト

を

置

い

て

，

そ

こ

で

彼

等

の

儀

式

に

攫

っ

て

祀

拝

を

行

ひ

，

（

註

1

〕

蒙

音

可

汗

（

憲

宗

）

は

し

ば

し

ば

十

字

架

の

あ

る

曄

弄

蛍

に

行

っ

た

こ

と

（

灘

2

）

が

記

さ

れ

て

ゐ

る

。

夏

に

世

組

の

時

に

及

ん

で

、

ロ

ー

マ

散

骨

J

T

り

、

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

派

、

ド

、

1

こ

カ

ン

城

の

優

秀

な

る

宣

教

師

が

入

国

・

す

る

に

い

た

っ

て

、

元

代

の

十

字

敦

は

そ

の

勢

力

の

頂

点

に

達

し

た

か

の

感

が

あ

る

。

世

組

は

こ

れ

等

十

字

教

の

政

務

上

、

崇

廊

司

街

門

（

嬰

J

）

を

設

け

、

十

字

敦

五

七



■  

岩
手
大
草
畢
薬
草
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 
 

の
倍
侶
に
は
程
々
給
し
、
租
税
、
軍
役
等
の
付
課
さ
れ
る
こ
と
よ
り
免
除
を
し
て
 
 

ゐ
る
、
）
（
詫
4
）
而
し
こ
の
元
代
の
十
字
教
の
繁
粂
は
外
形
的
な
も
の
で
、
中
国
人
 
 

に
深
い
宗
教
的
感
化
を
輿
へ
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
エ
ー
ル
（
Y
l
こ
e
）
が
、
ク
 
 

ビ
ラ
イ
汗
の
基
督
敦
観
に
つ
い
て
次
の
楼
に
記
し
て
ゐ
る
の
は
最
も
よ
く
蒙
古
諸
 
 

汗
の
停
統
的
宗
教
政
策
を
述
べ
た
重
言
で
あ
る
。
即
ち
 
 

「
…
…
一
介
の
■
蒙
古
人
よ
り
起
つ
て
天
下
を
統
一
し
た
披
（
ク
ビ
ラ
イ
汗
）
の
賢
 
 

明
さ
は
．
他
の
所
有
地
を
開
化
せ
し
め
る
の
に
、
マ
ニ
教
、
俳
教
よ
り
も
、
更
に
 
 

高
い
文
化
を
有
す
る
基
督
教
を
信
や
る
こ
と
を
よ
り
有
利
と
信
じ
た
の
で
J
¢
る
。
 
 

…
…
」
（
詫
5
）
 
 
 

元
代
の
十
字
教
は
蒙
古
帝
歯
の
内
乱
分
態
に
伴
ひ
、
法
王
廃
紙
遥
の
宣
教
師
は
 
 

中
国
に
入
る
こ
と
を
得
す
、
内
部
的
に
は
元
朝
に
代
れ
る
明
の
大
敵
の
キ
リ
ス
ト
 
 
 

教
排
撃
の
方
針
に
よ
り
、
そ
の
影
を
か
そ
め
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
唐
、
元
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
が
如
き
、
中
世
の
施
行
的
、
探
険
的
な
停
 
 

遥
に
勤
し
て
明
末
中
歯
に
偉
人
せ
る
宣
教
師
は
新
に
組
鍛
せ
ら
れ
た
ヤ
ソ
曾
中
の
 
 

疎
遠
の
士
か
多
か
っ
た
。
彼
等
は
、
人
物
、
畢
識
、
停
道
方
法
に
於
い
て
全
く
卓
 
 

越
せ
る
人
々
で
あ
つ
た
。
明
末
涯
兼
の
宣
教
師
は
J
天
主
教
の
布
教
師
た
る
と
同
 
 

時
に
又
偉
大
ぢ
る
料
率
着
で
も
あ
つ
た
。
 
 
 

彼
等
は
そ
の
有
す
る
科
皐
的
智
識
‥
ぎ
以
っ
て
、
天
主
教
布
教
の
有
効
な
る
補
助
 
 

手
段
と
な
す
と
共
に
、
碓
凍
の
中
歯
の
儒
、
彿
、
道
の
三
教
に
勤
し
て
は
、
数
理
 
 

上
か
ら
激
し
い
批
判
を
加
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
天
主
教
側
か
ら
の
批
判
に
封
し
 
 

て
、
三
教
側
、
特
に
彿
教
側
か
ら
の
抗
争
が
行
は
れ
、
こ
ゝ
に
中
歯
宗
教
史
上
、
 
 

最
も
虞
創
に
し
て
且
最
初
の
宗
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
細
く
明
未
 
 

五
八
 
 

宣
教
師
り
布
教
方
法
と
、
そ
の
有
す
る
科
畢
的
智
識
及
び
そ
の
貢
献
と
は
、
彼
等
 
 

の
中
国
に
於
け
る
細
心
勢
を
非
常
に
有
利
に
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
ヤ
ソ
曾
は
ロ
ー
マ
 
 

法
王
ょ
り
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、
中
国
停
道
を
他
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
、
ド
ミ
ニ
カ
 
 

ン
渡
に
譲
る
こ
と
＼
な
る
。
 
 
 

清
朝
に
い
た
つ
て
停
へ
ら
れ
た
新
教
は
、
そ
の
封
外
的
活
動
－
教
育
活
動
、
融
 
 

合
事
業
等
－
に
は
村
営
の
功
精
を
あ
げ
て
は
ゐ
る
が
、
も
は
や
明
末
に
お
け
る
が
 
 

如
き
活
鰯
な
る
教
議
的
論
寧
、
料
率
的
貢
献
を
焉
し
て
は
ゐ
な
い
。
明
未
宣
教
師
 
 

の
活
動
は
中
歯
基
督
教
史
上
に
於
け
る
最
も
輝
し
い
開
拓
の
時
代
で
ぁ
る
と
共
に
 
 

中
歯
宗
教
史
上
に
於
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
碓
兼
の
三
教
と
の
問
に
教
理
抗
争
 
 

の
行
は
れ
た
、
史
的
意
養
の
最
も
重
大
な
る
時
期
で
も
あ
つ
た
。
か
く
の
如
く
 
 

偉
大
な
る
齢
拓
者
的
事
業
を
逢
わ
せ
る
ジ
土
ス
エ
ッ
ト
派
の
布
教
が
、
ロ
ー
マ
法
 
 

王
よ
り
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
理
由
は
そ
の
中
図
へ
の
協
調
的
腰
度
に
よ
る
も
の
で
 
 

あ
る
が
．
（
詫
6
）
彼
等
ジ
エ
ス
エ
ツ
ト
派
の
宣
教
師
が
何
故
に
協
調
的
照
度
を
と
 
 

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
叉
天
‡
教
の
有
す
る
教
義
及
び
彼
等
の
料
率
的
智
識
 
 

を
、
碓
火
の
車
観
三
教
、
及
び
畢
間
と
ど
の
程
度
に
調
和
せ
し
め
て
行
っ
た
か
、
 
 

そ
れ
を
究
明
せ
ん
と
す
る
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
 
 

託
1
 
G
O
喜
コ
e
y
 
O
、
『
已
r
状
J
〇
h
n
〇
へ
笠
冒
O
 
C
莞
p
i
n
吋
N
¢
参
照
 
 

託
2
 
G
〇
u
ゴ
ー
つ
y
 
O
、
増
p
i
r
払
W
i
】
】
i
P
m
つ
↓
寧
－
ぎ
u
c
k
 
P
－
0
0
N
参
照
 
 

託
3
 
元
宮
甘
志
参
照
 
 

萌
4
 
元
史
壮
観
侍
参
照
 
 

試
5
 
Y
一
一
l
P
禁
巧
H
聖
－
r
ヒ
 
つ
訂
ぎ
（
エ
ハ
〇
、
ま
弓
C
0
1
三
〇
こ
h
e
く
昌
之
〇
n
 
 

C
O
焉
e
⊇
i
n
明
t
訂
内
i
コ
乳
昌
1
∽
ぎ
ー
岩
買
方
】
ユ
O
r
 
t
】
岩
出
空
√
 
注
参
照
 
 

詫
6
 
横
越
譲
‖
 
 
 



明
兼
備
敦
と
基
督
教
ゎ
祁
互
批
明
、
大
谷
学
報
二
十
九
攣
一
際
蓼
鹿
 
 

第
一
三
紛
に
封
ず
る
】
破
約
態
度
 
 

明
夫
宣
教
師
の
東
宝
教
に
関
す
る
著
書
は
多
数
存
在
す
る
。
崎
人
十
編
、
交
友
 
 

論
、
弁
琴
遣
鹿
、
（
苧
）
天
王
苦
衷
、
天
主
吾
轟
療
輌
、
万
物
虞
原
、
十
慰
、
数
穿
 
 

解
略
、
二
十
五
言
、
撃
一
一
義
勺
、
摘
撒
祭
義
、
天
王
聖
教
十
戒
直
詮
等
が
主
な
る
 
 

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
中
で
最
も
細
粒
的
に
記
述
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
、
利
瑞
 
 

賢
（
害
邑
巨
l
S
R
i
c
c
i
）
の
翠
で
あ
る
天
王
苦
義
（
詫
2
）
及
び
陽
璃
琴
字
当
室
－
 
 

1
1
e
－
望
邑
の
着
で
あ
る
天
王
聖
教
十
誠
直
詮
（
託
3
）
の
二
書
で
あ
る
。
前
者
 
 

は
紳
畢
的
な
豆
場
か
ら
基
督
数
理
を
論
い
仁
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
蜜
躊
紳
畢
的
 
 

生
止
場
か
ら
、
基
督
敦
の
道
徳
的
な
部
分
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
併
読
す
 
 

れ
ば
、
常
陸
宮
教
師
の
樽
へ
た
天
主
教
埋
の
大
軍
ピ
知
り
得
る
の
で
あ
る
っ
 
 
 

こ
ゝ
で
は
天
主
苦
衷
及
び
天
王
聖
教
十
戒
直
詮
を
通
じ
て
、
宣
教
師
の
三
教
に
 
 

射
す
る
一
般
的
髄
貰
と
そ
の
倖
遺
方
針
と
を
見
て
行
く
。
彼
等
の
停
遺
方
針
は
、
 
 

あ
る
程
度
、
儒
教
と
の
調
和
を
計
り
、
俳
、
遺
の
宗
教
に
勤
し
て
は
あ
く
ま
で
、
 
 

こ
れ
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
㌔
最
も
偉
人
な
る
宣
教
師
た
る
利
瑞
賢
 
 

の
俸
遺
方
針
が
創
面
的
な
倖
道
方
針
で
あ
つ
た
が
、
（
註
4
）
彼
も
椿
道
着
た
る
以
 
 

上
、
そ
の
眞
意
は
天
主
教
り
布
教
に
あ
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
、
椎
被
は
そ
の
停
遺
 
 

を
経
と
し
た
だ
け
の
事
で
あ
る
。
利
喝
箸
の
勤
三
教
観
を
見
る
と
、
 
 
 

管
自
入
中
国
以
来
、
略
識
文
字
、
則
是
尭
舜
周
孔
、
両
非
悌
、
執
心
不
易
、
以
至
於
今
。
 
 
 

（
註
5
）
 
 

と
あ
る
。
即
ち
、
尭
、
舜
、
周
、
孔
、
等
の
支
部
古
凍
の
道
徳
的
な
規
範
を
説
い
 
 

明
季
天
主
教
俸
道
と
三
敦
赦
（
上
田
）
 
 

た
教
義
に
は
妥
協
を
質
し
、
俳
教
は
之
を
宗
敵
と
し
て
退
け
ん
と
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
こ
の
利
璃
欝
の
と
れ
る
封
三
教
観
が
、
今
後
ヤ
ソ
合
意
教
師
の
停
統
的
停
道
 
 

方
針
と
‥
♭
つ
た
の
で
あ
る
っ
清
朝
に
入
っ
て
ヤ
ソ
禽
以
外
の
宗
派
か
、
中
国
に
入
 
 

b
、
併
謂
典
縫
問
題
努
引
き
起
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
典
踵
問
缶
の
凝
固
を
見
る
 
 

と
、
利
璃
箸
の
と
つ
た
封
三
教
悪
疫
－
－
特
に
酎
儒
教
態
度
に
勤
し
て
ト
ト
に
勤
 
 

し
て
天
主
教
の
根
本
主
義
か
ら
覆
ゼ
ら
ゎ
た
、
他
宗
派
か
ら
の
批
難
で
あ
る
。
 
 
 

耐
し
注
意
す
べ
き
は
、
利
璃
賓
の
儒
教
と
目
し
て
ゐ
る
の
は
、
尭
舜
、
周
、
孔
 
 

の
古
里
璧
の
訓
を
指
し
た
も
の
で
、
係
数
の
思
想
的
影
攣
竿
受
け
た
近
代
払
儒
教
 
 

を
指
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
 
 

自
古
不
興
中
国
利
通
、
初
不
聞
右
折
謂
義
、
文
、
周
孔
文
教
、
故
悠
設
亦
初
不
襲
嵩
漉
洛
醜
 
 
 

閑
之
鮒
、
而
拝
於
小
心
昭
事
大
旨
、
乃
奥
停
妨
紀
、
如
券
斯
合
…
、
嘗
其
番
代
々
不
知
近
儒
 
 
 

‥
‥
（
詫
6
）
 
 

右
の
文
に
示
さ
れ
る
遮
り
利
璃
蟹
の
目
せ
る
儒
教
は
近
儒
の
詮
く
儒
教
で
は
な
 
 

く
、
義
文
周
孔
の
論
い
た
古
歌
で
ぁ
つ
た
。
▲
こ
れ
は
近
儒
の
思
想
中
に
は
彿
教
の
 
 

思
想
が
多
分
に
織
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
馬
で
あ
る
。
朱
塾
は
儒
撃
へ
の
反
省
を
隋
唐
 
 

係
数
よ
り
の
影
響
下
に
覆
展
せ
し
め
、
陽
明
畢
叉
併
教
の
影
攣
を
多
分
に
う
け
な
 
 

が
八
併
教
へ
の
反
論
を
商
け
て
ゐ
る
っ
 
 
 

利
璃
賓
の
儒
教
に
射
す
る
考
へ
方
、
ひ
い
て
は
俳
教
．
道
教
に
謝
す
る
考
へ
方
 
 

も
、
披
が
棲
遺
の
根
本
的
方
針
と
し
て
、
儒
者
に
準
づ
き
、
儒
書
の
研
究
よ
り
出
 
 

覆
せ
る
こ
と
l
∵
り
考
へ
て
見
れ
ば
、
（
詫
7
）
以
上
の
儒
者
の
封
併
敦
観
よ
り
多
く
 
 

影
響
を
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
は
勿
論
な
る
も
、
彼
自
身
叉
常
時
の
朱
子
畢
や
、
暢
明
 
 

笹
等
に
謝
し
て
、
そ
の
俳
教
思
想
よ
カ
の
影
響
を
無
税
せ
る
も
の
で
は
な
か
つ
 
 

五
九
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た
。
か
、
る
利
喝
賓
山
立
場
と
彼
の
考
へ
方
は
、
天
主
教
淀
の
封
三
教
観
を
見
て
 
 

わ
く
場
合
に
見
逃
す
こ
と
の
出
兼
な
い
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。
 
 
 

即
す
鼠
団
の
有
識
階
級
の
糊
に
雁
大
な
る
勢
力
を
有
す
る
儒
教
と
の
調
和
に
よ
 
 

っ
て
、
彼
の
奉
す
る
天
主
教
を
有
利
l
二
億
道
せ
ん
と
す
る
功
利
的
な
考
へ
方
と
も
 
 

見
ら
れ
る
し
、
又
利
碍
賢
の
孝
へ
方
に
は
、
儒
教
を
宗
教
と
は
認
め
す
、
敢
へ
て
 
 

之
に
宗
論
を
持
ち
は
さ
な
か
つ
た
と
見
る
べ
き
で
ぁ
る
。
 
 
 

か
く
あ
如
く
儒
教
に
謝
し
て
は
調
和
を
計
り
つ
ゝ
も
、
 
一
方
俳
教
に
射
し
て
は
 
 

烈
し
い
反
論
を
加
へ
て
ゐ
る
。
今
利
鵡
宴
の
高
弟
た
る
徐
文
意
の
沸
教
に
謝
す
る
 
 

反
論
を
見
る
と
、
 
 
 

悌
入
中
国
、
千
八
百
年
臭
、
人
心
世
道
、
口
不
如
古
、
成
就
程
何
許
人
、
輩
崇
信
天
主
、
必
 
 
 

便
数
年
之
閂
、
、
人
造
篤
里
人
君
子
。
（
託
8
）
 
 

と
述
べ
て
、
彿
教
の
無
能
を
経
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
直
接
、
利
馬
賓
の
言
で
は
な
 
 

い
が
、
彼
等
宣
教
師
の
封
俳
腰
度
を
伺
ふ
に
足
る
も
の
と
思
ふ
。
更
に
高
弟
の
一
 
 

人
た
る
李
之
藻
の
言
を
引
用
す
る
と
、
天
啓
五
年
西
安
府
の
景
教
砕
の
螢
見
せ
ら
 
 

る
ゝ
や
、
之
を
彿
数
と
結
び
つ
け
、
 
 
 

景
教
凍
自
貞
親
、
野
牛
書
殿
蹄
繹
綽
典
頗
多
、
後
人
妄
篤
改
窺
、
以
握
錦
城
 
託
9
）
 
 

ト
癒
し
、
更
に
、
 
 
 

鍵
盛
業
諸
奮
該
、
臆
作
理
琴
一
編
、
編
各
十
粍
、
以
合
同
志
、
略
見
九
鼎
一
幣
、
其
日
初
函
 
 
 

慧
有
唐
謬
多
事
、
散
在
輝
氏
戒
巾
着
末
及
砲
入
（
詫
1
0
）
 
 

と
述
べ
て
彿
典
中
に
天
主
教
理
を
詮
く
も
の
ゝ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
こ
 
 

れ
は
俳
教
理
の
天
主
教
理
に
よ
り
影
響
さ
れ
た
こ
と
を
詑
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
 
 

る
0
 
 

六
〇
 
 

邁
敦
に
勤
し
て
は
清
澄
な
ふ
反
論
を
加
へ
て
は
ゐ
な
小
ご
」
れ
は
宗
教
と
し
て
 
 

の
道
教
の
勢
力
の
僅
少
な
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
般
的
に
見
て
明
未
天
主
教
徒
の
由
二
姦
廃
度
は
罰
儒
排
擁
で
あ
り
、
こ
の
方
 
 

針
は
利
鶉
賓
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
利
瑞
賢
の
と
れ
る
樽
遺
 
 

方
針
は
中
国
人
の
民
族
的
衿
持
た
る
中
華
思
想
と
よ
く
マ
ッ
チ
し
、
更
に
中
国
停
 
 

統
の
封
建
政
曾
維
持
の
諸
道
穂
と
よ
く
調
和
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
 
 

二
つ
の
民
族
珪
の
上
に
天
主
教
義
を
調
和
せ
し
め
た
場
A
‖
に
明
光
天
‡
教
は
素
晴
 
 

ら
し
い
外
面
的
螢
巌
を
質
し
得
王
の
で
あ
る
ぐ
 
 
 

託
1
 
斯
学
遺
構
に
つ
い
て
は
縄
々
の
疑
問
が
あ
り
、
利
鵜
賓
の
著
と
す
る
説
に
対
し
て
は
 
 

張
廣
滴
が
次
の
様
に
述
べ
て
憺
書
た
る
こ
と
を
謹
し
て
ゐ
る
。
 
 

大
数
中
渕
有
排
撃
遺
臍
二
苦
、
乃
排
青
雲
棒
大
説
四
則
両
他
也
。
政
雲
棲
出
夫
設
時
、
 
 

西
人
利
氏
已
毅
、
五
我
、
不
知
此
作
両
白
人
之
筆
、
而
侭
云
利
氏
所
排
・
∵
讃
之
不
肝
腎
 
 

嘆
（
詔
妄
説
）
 
 

恐
ら
く
制
覇
皆
の
門
人
の
作
で
、
徐
文
克
と
恩
ほ
れ
る
が
、
こ
1
で
は
暫
く
利
馬
管
の
作
 
 

と
し
て
お
く
。
 
 

詰
2
 
天
主
箕
義
、
上
巻
四
編
、
下
巻
四
編
、
上
巻
に
於
い
て
、
天
主
教
の
松
本
義
を
説
き
 
 

下
毛
に
於
い
て
、
天
主
教
と
中
国
未
森
の
三
教
主
の
長
短
を
論
じ
て
ゐ
る
。
 
 
 

託
3
 
天
主
聖
教
十
誘
起
詮
は
上
、
下
、
二
巻
に
分
れ
、
上
巻
尺
第
三
識
ま
で
、
下
巻
は
第
 
 

四
敲
よ
り
第
十
戒
ま
で
述
べ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
 
 

上
巻
論
前
三
訊
、
上
愛
天
主
、
下
巻
諭
後
七
誠
、
下
愛
世
人
、
と
あ
る
故
、
上
巻
は
帥
 
 

撃
論
で
あ
り
、
下
巻
ほ
耽
人
間
の
遺
徳
を
説
い
た
も
の
で
、
こ
の
七
つ
の
破
は
別
科
し
 
 

て
七
克
と
し
、
他
の
著
に
説
明
が
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

託
ヰ
 
拙
稿
「
別
未
宣
教
輔
倦
造
に
関
す
る
一
考
按
」
岩
手
翠
学
研
究
第
二
携
参
照
 
 
 

託
5
 
擁
畢
造
臓
姦
由
 
 
 

註
6
 
李
子
藻
、
天
主
蜜
義
蒐
剥
序
参
照
 
 
 



天
主
苦
衷
甘
篇
に
於
い
て
、
天
主
始
め
て
天
地
万
物
を
創
漁
氾
し
、
こ
れ
を
主
宰
 
 

安
毒
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
天
主
教
の
よ
つ
て
立
つ
本
 
 

質
的
な
部
分
で
、
天
地
冊
に
必
ら
す
こ
れ
を
主
宰
統
率
す
る
一
筒
の
人
格
的
卜
仏
存
 
 

在
を
主
張
す
る
d
 
 
 

而
し
て
こ
の
主
宰
者
は
天
地
万
物
を
創
造
し
、
こ
れ
を
統
一
し
て
行
く
の
で
あ
 
 

ら
、
そ
の
性
質
は
触
…
始
鰊
終
で
あ
り
、
且
そ
れ
は
宇
宙
闘
に
あ
つ
て
唯
一
つ
 
 

る
か
 
 

の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
ゝ
る
主
宰
者
を
天
主
教
に
於
い
て
は
天
主
 
 

「
紳
）
と
窮
し
た
の
で
、
こ
れ
が
天
主
教
の
基
幹
を
焉
す
沖
畢
詮
で
あ
る
。
と
因
 
 

幡
に
こ
S
長
州
が
社
旗
の
三
教
と
の
大
き
写
相
蓮
点
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

老
子
は
物
は
無
よ
り
生
じ
、
無
を
以
っ
て
道
と
な
し
、
係
数
は
色
は
峯
よ
り
出
 
 

で
、
峯
を
以
っ
て
務
と
な
し
、
儒
教
は
太
極
を
根
本
と
な
し
、
有
を
以
っ
て
守
と
 
 

へ
㌧
し
誠
を
以
っ
て
撃
と
す
る
。
こ
の
点
を
利
鵡
箸
を
次
の
様
に
攻
撃
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

有
物
則
有
物
之
理
、
無
此
物
之
蜜
、
則
無
此
理
之
寮
、
若
衆
虚
理
篤
物
之
理
、
鬼
無
異
於
偽
 
 
 

老
之
誼
、
以
此
攻
備
老
（
託
1
）
 
 
 

こ
の
利
喝
賓
の
■
解
樺
に
よ
れ
ば
、
老
子
の
説
く
無
、
彿
教
の
詮
く
峯
は
、
一
切
 
 

の
現
象
は
我
の
所
産
に
し
て
苦
在
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
然
ら
ば
か
～
る
無
客
を
 
 

明
孝
夫
主
教
俸
法
と
三
敦
親
（
上
田
）
 
 

7
 
 

託
8
 
 

誌
9
 
 

前
掲
、
溝
稿
蓼
昭
…
 
 

答
郷
人
書
参
照
 
 

挙
手
藻
 
詳
蜜
有
詮
序
参
由
 
 

李
子
藻
 
刻
大
学
初
函
題
鮮
参
照
 
 

第
こ
 
三
数
に
封
す
る
数
理
的
反
論
 
 

説
明
せ
ん
と
す
る
、
道
教
、
彿
教
の
論
も
叉
一
切
感
無
の
理
で
は
へ
㌧
い
か
。
一
切
 
 

の
説
明
は
、
そ
の
認
明
さ
れ
る
も
の
が
蜜
在
し
て
始
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
っ
而
 
 

る
に
、
隣
老
は
現
象
は
無
と
し
て
、
而
も
現
象
昇
り
説
明
を
な
さ
ん
と
す
る
の
は
 
 

甚
だ
し
い
矛
柘
と
す
べ
き
で
あ
る
と
詮
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

従
っ
て
、
老
、
彿
の
無
、
萎
も
そ
れ
は
無
で
は
な
く
、
峯
で
は
な
く
、
葦
在
せ
 
 

る
も
の
‥
で
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
と
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
ゐ
る
。
 
 
 

物
必
誠
有
、
方
謂
之
有
物
焉
、
無
誠
則
篤
如
刷
物
、
設
其
春
原
無
貨
無
有
．
則
是
蕗
英
断
招
物
 
 

0
0
0
0
0
0
0
 
 
 

老
熟
之
也
。
世
人
雄
和
聖
、
不
程
以
無
物
璃
有
、
用
彼
雑
著
空
者
▼
亦
婁
餞
以
其
空
無
、
璃
 
 
 

万
物
有
、
篤
万
物
箕
哉
 
 
（
詫
2
）
 
 
 

而
し
こ
の
様
な
、
峯
、
無
の
解
繹
は
、
彿
、
老
や
言
ふ
容
、
無
の
虞
意
を
把
握
 
 

し
て
は
ゐ
い
与
い
の
で
あ
つ
て
、
繹
如
純
が
こ
の
天
主
告
轟
の
反
論
に
勤
し
て
 
 
 

差
不
知
妙
知
者
不
無
、
炭
窄
者
不
空
、
乃
妙
有
員
空
、
虚
空
妙
有
之
義
耳
（
詫
3
）
 
 

と
述
べ
て
ゐ
る
の
は
天
‡
側
の
見
方
に
謝
す
る
正
確
な
る
反
論
で
も
ノ
の
る
。
 
 
 

次
に
儒
教
に
勤
し
て
は
、
入
梅
を
論
じ
て
、
 
 
 

大
極
非
主
天
地
之
壊
、
可
知
己
（
詫
4
〕
 
 

と
の
べ
、
大
海
は
理
で
あ
ト
、
理
論
で
あ
り
、
誰
明
で
あ
る
と
焉
し
て
ゐ
る
。
利
 
 

瑞
賢
は
前
述
の
通
り
、
物
が
あ
つ
て
始
め
て
物
S
一
語
明
が
可
能
で
る
、
し
か
る
に
 
 

儒
教
の
大
粒
は
天
地
万
物
生
成
の
過
程
を
説
明
し
て
入
梅
国
語
と
し
て
ゐ
る
が
、
 
 

物
そ
の
も
の
が
、
如
何
に
し
て
、
何
軒
か
ら
生
じ
た
か
、
そ
の
点
を
不
問
に
附
し
 
 

物
が
存
在
せ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
椴
定
の
上
に
輿
へ
ら
れ
た
語
間
が
入
梅
同
語
 
 

で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

太
極
閻
詮
は
現
象
界
生
成
s
詮
明
で
は
あ
る
が
、
そ
の
依
■
つ
て
爽
る
肝
を
論
い
 
 

犬
一
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て
は
ゐ
な
い
。
従
っ
て
大
極
閲
読
で
は
こ
の
現
象
界
の
極
致
を
、
天
地
、
陰
陽
の
二
 
 

？
に
分
け
て
、
そ
れ
よ
り
万
物
が
生
じ
た
と
す
る
の
一
で
あ
る
。
旗
大
せ
る
宇
宙
的
 
 

観
念
よ
り
い
詮
明
で
は
な
く
、
現
世
的
な
天
地
の
設
問
を
琴
す
儒
教
は
、
そ
れ
自
 
 

体
又
現
世
的
で
あ
＼
鋭
葦
的
で
も
あ
る
。
こ
ぃ
点
か
儒
教
と
天
主
教
と
の
本
質
 
 

的
な
碗
蓮
と
も
見
ら
れ
、
利
璃
箸
は
次
の
▼
様
に
述
べ
て
ゐ
る
。
 
 
 

音
節
俸
己
之
遺
、
格
葵
至
欺
 
本
世
併
及
雄
己
格
別
 
死
彼
之
事
、
未
知
如
何
‥
‥
此
天
道
 
 
 

非
一
入
一
家
一
関
之
道
（
詫
5
）
 
 
 

即
ち
一
人
一
家
、
一
国
の
意
で
あ
る
。
修
身
、
斉
家
、
清
閲
卒
天
下
を
基
幹
と
 
 

す
る
儒
教
と
の
本
質
的
な
相
違
を
認
め
て
、
儒
教
を
正
確
に
は
宗
教
と
は
認
め
て
 
 

ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

老
、
他
の
遺
が
暫
嬰
的
で
み
り
、
．
儒
教
が
倫
理
的
要
素
を
含
み
、
天
主
教
か
よ
 
 

♭
宗
教
的
で
あ
る
と
の
見
方
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
嘗
際
教
義
の
上
で
は
か
く
 
 

の
如
く
劃
戯
と
区
別
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
老
．
彿
の
教
へ
が
道
教
、
俳
教
と
 
 

し
て
宗
教
化
し
、
儒
教
が
又
天
地
組
先
牽
崇
拝
す
る
宗
教
的
儀
式
を
有
†
る
に
至
 
 

り
、
天
主
教
女
そ
の
赫
拳
に
哲
畢
的
智
識
を
用
ふ
に
い
た
つ
て
、
各
教
養
の
誼
明
 
 

解
繹
の
上
に
種
々
の
異
同
か
生
じ
る
の
は
菖
然
の
理
で
あ
る
。
さ
れ
ば
碓
庚
申
団
 
 

に
於
い
て
三
教
の
闘
に
論
挙
が
練
返
さ
れ
た
如
く
に
、
斬
ら
し
く
支
部
に
入
れ
る
 
 

天
主
教
と
三
教
と
の
闘
に
も
激
し
い
論
争
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

今
論
学
長
を
大
別
す
る
と
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
一
つ
は
紳
と
し
 

す
べ
き
天
主
の
蘇
念
、
二
は
酷
評
祭
式
等
の
宗
教
儀
式
、
三
は
宗
教
倫
理
い
諸
点
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

第
一
の
天
主
の
性
箱
に
つ
い
て
は
新
は
全
智
全
能
に
し
て
質
さ
ざ
る
な
く
、
知
 
 

六
二
 
 
 

ら
ぎ
る
な
く
、
一
切
の
万
有
に
超
越
す
る
と
共
に
一
切
の
万
有
に
内
在
し
、
一
切
 
 

の
現
象
界
を
支
配
す
る
む
の
で
あ
る
と
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
ゐ
る
。
 
 
 

天
主
者
匡
菰
之
泉
、
物
之
斡
賂
、
無
陶
之
光
、
不
測
之
知
、
糀
健
超
萬
有
、
衣
物
両
物
無
間
 
 
 

在
物
外
面
不
離
物
．
賓
亦
不
保
物
、
物
期
成
係
千
枚
、
顛
殆
南
蛮
萬
物
始
、
無
給
両
虎
蔑
物
 
 
 

終
向
、
亜
両
不
死
、
知
両
顛
琴
能
無
劣
、
高
々
深
々
細
々
、
押
入
不
及
景
、
紳
入
不
及
採
 
 
 

紳
人
不
及
渕
、
豊
能
有
二
部
（
詫
6
）
 
 

こ
の
詮
明
に
勤
し
て
は
、
ア
ダ
ム
、
エ
バ
の
帥
話
を
例
に
と
・
り
て
擁
敦
、
儒
教
よ
 
 

り
の
反
論
が
焉
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
雷
然
で
あ
一
匂
っ
（
誌
7
）
 
 
 

次
い
で
一
切
の
万
有
は
天
王
に
よ
り
て
創
造
さ
れ
た
と
詮
く
天
主
教
は
こ
の
万
 
 

有
と
天
主
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
説
い
て
ゐ
る
。
 
 
 

役
世
界
之
魂
有
三
晶
、
下
品
名
日
生
魂
、
即
草
木
之
魂
是
也
、
此
魂
鉄
草
木
以
生
長
、
草
木
 
 
 

祐
萎
、
魂
亦
消
滅
、
中
品
目
螢
魂
、
即
禽
奴
之
魂
也
、
此
能
附
禽
獣
長
育
、
両
叉
使
之
以
耳
 
 
 

目
蔵
聴
、
以
口
鼻
咲
嘆
、
以
吸
陛
覚
物
節
、
但
不
能
推
追
撃
至
死
両
親
亦
滅
焉
、
上
品
名
 
 

●
●
 
 
 

口
重
魂
。
即
人
魂
也
、
此
来
生
魂
覚
魂
、
能
紙
人
長
養
及
位
人
知
覚
物
時
 
雨
叉
使
之
髄
推
 
 
 

論
物
情
、
明
節
理
義
．
人
身
雄
死
、
両
魂
非
死
、
背
永
存
不
滅
者
焉
（
詫
8
）
 
 

即
ち
草
木
、
禽
獣
の
魂
と
人
闇
の
釜
魂
と
の
異
な
る
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
し
か
ら
 
 

ば
何
故
、
万
有
中
の
生
物
が
か
く
の
如
く
異
な
つ
た
魂
を
有
せ
る
か
に
つ
い
て
は
 
 
 

凡
篤
非
徒
以
貌
俊
足
本
性
、
及
性
以
魂
定
之
、
始
有
本
魂
、
怨
後
盛
本
性
、
有
此
本
性
然
後
 
 
 

於
定
此
数
、
眈
定
此
比
類
然
後
生
此
貌
、
故
性
異
同
由
魂
異
同
焉
、
類
異
同
．
由
性
異
同
焉
 
 
 

（
詫
9
）
 
 

と
言
ひ
て
、
外
貌
、
性
の
異
同
は
両
々
相
ま
つ
て
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
 
 

人
間
は
一
切
の
万
有
に
超
然
た
る
も
の
、
即
ち
紳
の
子
と
説
く
の
で
あ
る
。
故
に
 
 

入
冊
と
紳
し
二
切
の
生
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
 
 

物
有
之
始
有
終
者
鳥
獣
草
木
是
也
t
有
殆
無
給
者
、
天
地
鬼
神
及
人
之
婁
魂
是
也
．
天
主
即
 
 
 



無
始
南
無
終
両
虎
萬
物
始
焉
、
残
高
物
板
底
。
（
註
1
0
）
 
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
か
ゝ
る
天
ま
教
の
中
濃
魂
槻
が
こ
の
教
が
三
教
と
根
本
的
に
異
 
 

な
る
併
で
あ
り
論
車
あ
中
心
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
藁
魂
観
に
謝
し
て
、
そ
 
 

の
反
駁
論
を
集
め
た
垂
朝
佐
嗣
で
は
、
儒
、
彿
、
道
三
教
を
次
の
様
に
要
約
し
て
 
 

ゐ
る
。
儒
教
に
つ
い
て
は
、
 
 
 

吾
儲
手
限
、
只
使
人
体
認
目
前
、
絶
不
許
人
想
前
後
、
所
以
前
世
後
世
、
絶
不
祐
起
、
以
絶
 
 
 

入
徽
両
免
桐
之
垂
明
、
両
専
鯖
伶
物
、
若
清
閑
情
理
、
自
信
符
及
。
（
詫
‖
ノ
一
）
と
攣
へ
 
 

悌
教
に
つ
い
て
は
 
 
 

彿
典
故
明
後
世
、
必
登
別
粧
、
彗
呈
際
、
後
棒
一
乗
、
以
絶
入
自
他
有
無
之
括
計
、
而
不
 
 
 

組
外
部
、
（
詫
‖
ノ
二
）
 
 

道
教
に
つ
い
て
は
 
 
 

彼
道
家
着
流
、
難
以
狗
坐
滞
有
、
然
張
平
叔
叙
電
撃
云
、
茸
老
非
其
貧
蔚
 
故
以
長
茂
之
術
 
 
 

漸
次
誘
之
、
是
其
極
軌
、
赤
来
嘗
輿
吾
喘
之
牲
理
粕
脊
。
（
課
‖
ノ
三
）
 
 

と
述
べ
て
ゐ
る
。
簡
に
し
て
三
教
の
要
を
志
せ
る
も
の
で
ぁ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
 
 

来
る
。
．
沸
教
の
三
世
詮
は
、
天
主
教
の
茎
魂
論
か
、
人
の
中
濃
魂
が
他
の
禽
獣
、
草
 
 

木
と
異
な
る
と
説
く
に
反
し
て
、
一
切
衆
生
の
蛋
魂
の
卒
等
観
よ
り
出
覆
せ
る
も
 
 

の
で
、
一
也
は
人
問
同
様
の
藁
魂
を
認
め
、
今
世
の
納
扁
は
そ
の
根
を
前
世
に
有
 
 

し
－
現
世
の
善
悪
は
来
世
に
鮭
ヰ
と
詮
く
も
の
で
、
善
悪
S
因
果
踊
係
を
論
じ
、
 
 

因
果
應
報
の
理
に
よ
り
輪
廻
詮
を
唱
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
輪
廻
六
道
詑
に
謝
し
 
 

て
は
利
瑞
賢
は
し
ハ
端
の
詮
を
あ
げ
て
反
駁
し
て
ゐ
る
．
（
詫
ほ
）
こ
の
論
は
皮
相
的
 
 

な
結
論
で
、
悌
教
の
根
本
養
に
深
い
洞
察
を
下
し
て
の
所
論
で
は
わ
住
い
っ
故
に
 
 
 

曾
不
知
如
悌
典
併
稀
、
想
不
断
則
輪
不
休
（
詫
1
3
）
 
 

と
利
率
欝
の
浅
見
を
妊
じ
た
★
㌧
．
繹
如
純
の
如
く
輪
廻
の
本
質
を
論
じ
 
 

明
季
天
主
教
偉
道
と
三
数
敢
（
上
田
）
 
 
 

音
数
国
未
嘗
革
以
入
歎
而
論
翰
剋
、
且
余
亦
未
敦
篤
子
保
也
、
心
境
交
加
、
疾
風
火
、
社
報
 
 
 

至
碁
、
一
息
不
停
、
値
鞘
之
間
、
欒
慈
筒
状
、
前
念
末
滅
、
後
念
鰹
生
、
道
心
人
心
禽
心
獣
 
 
 

心
、
不
知
其
蔑
過
匝
乎
其
聞
、
其
馬
輪
廻
不
已
甚
乎
、
叉
何
周
蒋
角
被
毛
再
検
盛
典
類
哉
、
 
 
 

此
心
安
輪
廻
之
本
也
、
得
業
受
戟
、
輪
廻
之
憩
也
、
前
節
引
者
輪
廻
之
事
、
瀞
魂
悠
饗
、
輪
 
 
 

廻
之
詔
也
。
記
述
結
審
、
輪
廻
之
改
也
。
（
詫
1
4
）
 
 

右
の
如
く
述
べ
て
輪
廻
は
往
通
の
意
な
る
こ
と
を
述
べ
て
天
主
教
文
輪
廻
の
事
貧
 
 

を
認
め
ざ
㌢
曾
得
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
こ
の
輪
廻
詮
の
本
質
を
理
解
闘
 
 

魂
や
、
一
般
衆
生
に
説
い
た
天
堂
地
獄
勅
諭
を
以
っ
て
直
ち
に
輪
廻
諒
と
見
た
肝
 
 

に
利
瑞
賢
ひ
い
て
ほ
天
‡
教
徒
の
謬
見
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
の
論
争
点
を
見
る
に
、
天
王
鰻
丼
は
万
有
を
士
責
草
す
る
人
格
的
に
油
へ
の
 
 

欽
崇
で
ふ
∵
り
、
人
閲
性
の
自
然
の
或
は
れ
と
し
て
 
 
 

知
天
主
之
貴
、
我
之
燭
、
主
之
富
、
我
之
劣
、
敢
不
故
事
、
敢
不
崇
乎
、
斯
理
非
侍
壁
面
知
 
 
 

也
。
（
詰
1
5
）
 
 

と
述
べ
、
天
主
の
紹
封
に
謝
す
る
畏
敬
の
心
が
欽
崇
の
心
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
宇
 
 

宙
‡
宰
の
雁
一
面
に
の
み
向
け
ら
る
べ
き
で
あ
力
、
柚
の
一
切
の
偶
像
崇
拝
は
す
 
 

べ
て
罪
悪
と
管
す
べ
き
で
あ
る
．
と
焉
し
て
、
 
 
 

欽
崇
各
等
土
紳
、
邦
叩
焉
、
執
物
以
祭
焉
．
燃
燭
焚
香
焼
錠
焉
、
信
有
能
．
望
得
栴
、
所
施
 
 
 

療
免
桐
焉
、
蓑
桑
罪
…
・
琢
飾
塑
離
十
和
檀
像
、
荘
之
高
姦
、
連
之
堂
芋
、
詞
以
吉
凶
、
ト
 
 
 

以
脾
至
、
疾
糞
惰
愈
、
死
寒
椿
生
 
婚
姻
行
止
、
快
彼
以
定
、
廠
逮
蓮
蚤
、
厭
罪
孔
深
。
 
 
 

（
誌
1
6
）
 
 

一
切
の
偶
像
崇
揮
を
退
け
た
の
で
あ
る
ぐ
而
し
こ
の
天
主
教
の
肝
謂
天
主
紹
拝
も
 
 

理
論
的
に
は
か
′
＼
あ
る
べ
き
も
、
紹
揮
酎
象
と
し
て
は
何
等
か
の
有
形
的
、
可
成
 
 

的
の
も
の
を
慾
す
る
の
か
一
般
人
の
心
理
で
あ
る
。
故
に
天
主
教
に
於
い
て
も
天
 
 

主
の
外
に
蟄
架
（
託
け
）
聖
母
、
里
人
専
（
詫
1
8
）
の
崇
拝
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
 
 

六
三
 
 
 



岩
手
大
挙
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報
 
第
二
巻
 
 
 

る
。
こ
れ
は
一
軒
か
ら
言
へ
ば
教
義
へ
の
矛
楯
で
も
あ
る
。
さ
れ
ば
張
廉
泥
は
こ
 
 

れ
を
批
難
し
て
、
 
 
 

取
共
像
両
校
諸
糞
賓
之
中
、
飴
彼
撼
令
省
都
、
州
郡
各
建
一
天
主
堂
、
以
奉
安
彼
利
発
之
罪
 
 
 

嗟
夫
何
物
好
夷
、
敢
以
紋
囲
弼
祀
之
夷
風
．
風
音
園
萬
代
之
師
表
・
（
誅
1
9
）
 
 

と
準
ぺ
て
ゐ
る
。
而
し
偶
像
酷
評
を
排
斥
せ
る
天
主
教
は
祭
の
意
義
暫
如
何
に
説
 
 

明
し
た
で
あ
ら
う
か
。
 
 
 

若
立
祭
之
意
亦
存
三
焉
一
祭
物
以
供
敬
員
主
、
認
灰
高
、
信
英
知
偽
、
二
謙
伏
我
身
知
性
 
 
 

卑
階
、
賽
儀
受
造
、
一
意
謂
祭
物
、
永
二
意
之
祭
心
…
こ
こ
以
未
罪
之
赦
、
以
致
諸
絆
－
以
 
 
 

発
語
凶
駒
、
両
世
顧
此
麗
子
土
紳
、
受
祭
者
膵
、
漁
祭
者
逆
、
解
探
責
斯
焚
（
託
幻
）
 
 

右
の
如
く
天
主
教
に
於
け
る
祭
は
紳
に
謝
す
る
罪
の
常
白
∵
崇
欽
で
あ
り
、
偶
像
 
 

を
崇
び
、
こ
れ
に
喜
び
を
輿
へ
凶
桐
を
免
か
れ
ん
と
す
る
焉
の
祭
－
儒
．
彿
の
そ
 
 

れ
ト
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
の
■
で
あ
つ
た
。
 
 
 

儒
教
に
於
け
る
天
地
崇
拝
、
孔
子
醒
拝
、
租
先
祭
典
等
も
そ
の
本
妻
に
お
い
て
 
 

こ
の
天
主
教
の
教
理
と
抵
嘱
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
利
瑞
賢
々
始
め
天
主
教
徒
は
 
 

儒
教
の
か
、
る
諸
儀
式
も
宗
教
的
意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
歯
豪
的
 
 

融
合
的
儀
式
で
あ
る
と
解
絆
し
た
の
で
あ
る
〕
矢
野
仁
一
博
士
が
、
こ
の
儒
教
の
 
 

天
地
崇
弄
に
射
す
る
天
主
教
仰
の
腰
度
を
 
 

「
天
を
祭
る
祀
は
蒼
々
た
る
有
形
の
天
を
祭
る
の
で
は
な
く
、
天
地
造
化
万
物
の
 
 

主
宰
た
る
無
形
の
天
を
祭
る
も
の
で
、
即
ち
キ
リ
ス
ト
の
紳
を
祭
る
も
の
と
し
て
 
 

寛
容
し
た
」
（
託
巴
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
事
贅
と
相
違
す
る
論
と
考
 
 

へ
ら
れ
る
っ
即
ち
利
掲
資
が
天
主
害
毒
麓
三
篇
に
於
い
て
儒
教
の
天
地
崇
拝
を
論
 
 

じ
て
次
の
様
に
言
っ
て
ゐ
る
。
 
 
 

響
若
知
櫛
煉
者
、
堺
餅
屋
財
螺
名
寓
己
稀
、
南
口
‖
大
守
謂
南
‖
‖
軒
、
南
R
目
脂
大
声
謂
甫
‖
H
螺
 
 

の
七
訓
で
あ
る
が
（
二
）
は
彿
の
靡
殺
の
教
と
抵
喝
す
る
面
を
持
っ
て
ゐ
る
っ
天
 
 

主
教
に
於
い
て
は
 
 
 

不
徒
日
辞
殺
、
而
必
日
卯
殺
人
者
．
謂
殺
人
別
罪
、
殺
陸
井
也
（
託
2
2
）
 
 

と
述
べ
て
禽
獣
を
殺
す
な
か
れ
と
は
述
べ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
は
南
敦
の
蛋
魂
論
の
 
 

相
違
よ
り
出
覆
せ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
天
主
教
の
靡
殺
人
の
詮
 
 

に
封
し
て
は
俳
教
側
よ
り
武
井
徳
閑
居
士
獲
得
紀
州
の
反
駁
（
訂
讐
 
が
あ
る
故
、
 
 

そ
の
詳
論
を
さ
け
る
。
 
 
 

六
四
 
 

此
此
天
地
之
主
、
或
稗
天
地
焉
、
非
其
以
天
地
悠
体
也
、
有
原
主
在
也
、
吾
恐
人
誤
認
此
物
 
 
 

原
之
主
、
而
貨
謂
之
天
主
 
不
敬
不
耕
 
 
 

利
鵡
聾
は
明
ら
か
に
儒
教
の
崇
拝
す
る
天
地
を
可
現
的
な
蒼
々
た
る
天
地
と
考
 
 

へ
∵
天
地
造
化
、
万
物
の
主
宰
者
た
る
無
形
の
天
と
認
め
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
 
 

る
。
南
昌
府
を
統
治
す
る
太
守
を
稀
し
て
海
自
府
と
言
ふ
様
に
天
地
万
有
を
主
宰
 
 

す
る
紳
を
誤
っ
て
、
天
地
そ
の
も
の
と
窮
す
る
様
な
も
の
で
あ
る
と
し
で
、
儒
教
 
 

の
弄
天
は
翠
な
る
儀
式
的
な
踵
を
教
へ
た
る
も
の
と
認
め
た
の
み
で
あ
る
。
こ
ゝ
 
 

に
も
明
菜
天
主
教
の
調
儒
排
擁
の
一
両
を
知
る
こ
と
を
得
る
。
 
 
 

夢
二
の
論
学
点
た
る
宗
教
倫
理
を
見
る
に
、
儒
教
は
元
兼
が
道
徳
的
写
要
素
を
 
 

多
分
に
そ
の
内
容
と
し
て
ゐ
る
為
に
、
天
主
教
と
儒
教
と
は
こ
の
点
合
致
点
を
多
 
 

く
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
叉
同
時
に
相
反
す
る
面
の
多
く
提
起
さ
れ
る
の
は
 
 

苦
熱
で
も
あ
る
。
 
 
 

天
草
数
に
於
け
る
倫
理
的
教
訓
は
七
克
と
解
せ
ら
れ
、
 
 

（
一
）
孝
敬
父
母
 
 

（
四
）
弊
愉
盗
 
 

（
七
）
辞
貧
他
人
財
物
 
 

（
二
）
邸
殺
人
 
 

（
五
）
罪
責
叢
 
 

（
三
）
弊
行
邪
淫
 
 

（
六
）
辞
願
他
人
妻
 
 



儒
教
側
の
倫
造
観
と
の
抵
囁
南
は
（
一
）
の
孝
敬
父
母
、
二
ハ
）
靡
巌
他
人
妻
 
 

が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
天
主
教
の
孝
は
儒
教
の
そ
れ
の
細
く
子
の
親
に
封
す
る
 
 

孝
養
を
強
調
す
る
よ
り
も
、
親
の
子
に
警
三
保
護
養
育
の
踊
係
を
強
調
し
て
天
 
 

主
に
野
す
る
孝
を
第
一
、
生
親
に
封
す
る
孝
を
第
二
と
し
 
 
 

貴
大
主
大
父
母
也
、
首
先
崇
敬
、
生
我
者
次
父
母
也
、
自
大
圭
介
折
節
敬
養
老
英
寛
子
此
 
 
 

（
証
2
4
）
 
 

と
述
べ
て
ゐ
る
。
孝
を
翠
に
生
親
に
留
め
す
、
父
母
の
宗
族
、
在
位
者
、
藁
性
の
 
 

師
、
串
間
の
師
、
等
に
ま
で
及
ば
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
儒
聾
者
1
T
リ
 
 

見
れ
ば
頗
る
意
外
と
せ
る
も
の
で
．
 
 
 

編
笠
ハ
筆
如
所
謂
七
克
∵
蜜
義
、
崎
入
、
十
二
信
、
西
塾
丸
、
若
戒
及
交
友
論
塵
何
原
本
 
 

0
0
b
0
0
0
D
 
 
等
数
商
言
中
、
曾
不
錯
嘉
一
孝
字
（
藷
警
 
 

と
嘆
じ
、
更
に
 
 
 

父
母
死
不
設
祭
祀
、
不
立
宗
廟
、
推
認
天
主
及
吾
等
之
公
父
、
薄
併
元
之
父
母
‥
‥
不
然
別
 
 
 

犯
天
主
教
誠
、
滑
噺
先
王
之
血
食
、
艇
九
輌
之
大
寒
、
以
顧
民
後
之
耶
、
嗟
何
物
妖
夷
、
以
 
 
 

校
閲
亡
親
之
夷
凰
、
斬
親
閲
如
生
之
孝
源
。
蒜
2
6
）
 
 

と
慨
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

天
主
教
の
孝
は
廣
範
花
内
容
を
有
し
て
ゐ
る
馬
に
君
主
に
警
去
忠
も
又
こ
の
 
 

孝
の
概
念
の
中
に
抱
揺
さ
れ
る
〇
従
っ
て
天
主
教
の
息
は
天
主
に
謝
す
る
忠
を
第
 
 

一
と
し
、
君
主
に
警
ラ
る
そ
れ
ぉ
琴
一
と
し
て
ゐ
る
。
天
主
を
万
国
の
公
父
と
な
 
 

し
、
君
主
を
一
団
の
公
文
と
な
し
、
こ
の
関
係
を
次
の
様
に
論
じ
 
 
 

以
乾
納
入
萬
物
之
公
主
、
則
叉
不
倫
、
皆
之
夜
望
盈
、
日
光
輝
朗
墾
朝
限
臨
時
、
若
者
成
 
 
 

隠
、
向
所
謂
大
、
賛
成
微
末
、
邦
君
親
造
物
軍
正
如
是
（
許
2
7
）
 
 

天
に
二
日
な
く
・
観
に
二
君
な
し
と
す
る
中
国
苗
魔
の
思
想
に
大
き
㌍
刺
戟
を
輿
 
 

明
季
天
主
教
藤
波
と
三
数
親
（
上
田
）
 
 

へ
て
ゐ
る
J
（
託
2
8
）
 
 
 

（
六
）
の
僚
慾
他
人
妻
は
、
中
国
吉
雄
の
一
夫
多
妻
制
に
警
り
る
鋭
い
批
判
と
 
 

な
る
っ
吉
雄
中
国
で
は
 
 
 

牝
鶏
之
島
維
家
之
索
（
書
経
）
等
と
栴
し
て
夫
に
射
す
る
妻
の
碓
鶴
的
ヘ
ル
関
係
 
 

を
強
調
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の
習
慣
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
天
主
教
柳
か
 
 

ら
の
攻
撃
に
勤
し
て
、
こ
の
幣
風
を
至
食
の
大
典
と
し
て
次
の
様
に
弁
じ
 
 
 

嗟
夫
何
物
妖
夷
、
敢
以
祝
園
一
色
之
夷
風
、
風
脊
園
至
導
之
大
典
（
詫
2
9
）
 
 

更
に
 
 
 

夫
亦
以
婦
徳
主
、
婦
死
夫
亦
盛
未
亡
人
、
轟
知
子
而
続
密
着
不
商
人
攣
…
則
雄
帝
王
之
貴
 
 
 

只
許
一
夫
一
妻
、
然
別
舜
文
先
悠
不
歯
之
人
（
詫
3
0
）
 
 

と
諭
す
る
に
至
り
て
は
感
情
論
の
そ
し
り
を
免
れ
得
な
い
。
 
 
 

天
主
教
全
般
に
謝
す
る
三
教
側
か
ら
の
批
判
を
見
る
に
 
 
 

嘗
思
彼
囚
人
之
好
異
也
、
製
悠
奇
按
、
囚
人
之
好
利
也
、
誘
以
金
島
、
囚
人
之
好
蛙
也
、
寛
 
 
 

以
殺
雇
、
囚
人
之
慣
内
也
、
夷
男
以
不
二
色
、
両
鼓
女
使
夷
、
囚
人
之
求
扁
、
免
励
而
欲
撹
 
 
 

姦
威
緬
之
柄
也
（
証
封
）
 
 

と
述
べ
て
ゐ
る
。
我
の
不
全
を
認
め
て
、
他
の
席
数
な
る
も
の
に
鯨
任
せ
ん
す
る
 
 

心
が
宗
教
心
の
規
は
れ
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
引
川
文
は
天
王
数
の
宗
教
的
優
位
 
 

を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
 
 
 

教
慧
洞
的
に
見
た
天
主
教
の
封
三
教
観
の
中
、
儒
教
に
封
す
る
協
調
的
髄
還
の
 
 

中
に
は
停
道
の
有
利
を
前
捉
と
す
る
中
国
民
族
性
へ
の
調
和
が
存
在
す
る
こ
と
は
 
 

前
述
し
た
が
、
明
末
1
㌻
り
清
朝
へ
と
相
互
の
教
理
宗
議
の
嘩
解
の
進
む
に
つ
れ
て
 
 

か
ゝ
る
腰
度
は
維
持
揖
兼
な
く
な
る
。
こ
こ
に
儒
教
に
於
け
る
天
命
崇
拝
の
問
題
 
 

は
、
清
朝
に
い
た
っ
て
典
寝
間
起
と
し
て
中
閲
宗
教
史
上
の
大
間
恕
へ
と
展
開
さ
 
 

六
五
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琵
滋
 
 

詫
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証
封
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2
 
 

託
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託
2
7
 
 

天
主
箕
義
 
第
二
編
参
照
 
 

天
主
賓
義
 
第
二
編
参
照
 
 

大
挙
初
函
 
参
照
 
 

天
主
蜜
義
 
第
二
編
参
照
 
 

天
主
寮
義
 
参
照
第
二
編
 
 

天
主
堂
数
十
誠
直
詮
春
上
其
二
歩
賂
 
 

繹
如
純
 
大
挙
初
陶
 
（
一
）
 
参
照
 
 

天
主
蜜
義
 
第
三
編
参
照
 
 

天
主
賽
義
 
下
巻
第
五
編
参
照
 
 

天
主
壊
義
 
第
三
編
参
照
 
 

て
′
‖
′
二
、
〓
ノ
三
 
翌
朝
佐
鰯
 
（
三
）
 
闘
裂
性
参
侶
仙
 
 

天
主
蜜
義
 
下
巻
第
五
編
参
照
 
 

翌
朝
佐
闘
 
（
三
）
 
悶
裂
性
参
照
 
 

天
学
制
闘
 
（
四
）
 
参
照
 
 

天
主
翌
数
十
諌
麗
詮
巻
上
（
三
）
参
照
 
 

天
主
筆
数
十
戒
直
詮
巻
上
（
八
）
参
照
 
 

同
 
 
右
 
 

巻
上
（
五
）
参
照
 
 

同
 
 
者
 
 

巻
上
（
三
）
参
照
 
 

張
廣
隠
、
闘
邪
摘
要
略
議
参
照
 
 

天
主
聖
教
十
戒
直
詮
巻
上
（
三
）
参
照
 
 

矢
野
仁
一
、
近
世
支
那
外
女
史
 
六
七
六
真
参
照
 
 

天
主
聖
教
十
戒
直
詮
下
巻
（
五
）
参
照
 
 

農
法
痕
天
主
寅
義
殺
生
緋
参
昭
明
 
 

夫
箋
聖
数
十
誠
直
詮
巻
下
（
四
）
参
照
 
 

実
朝
佐
聞
入
悶
夷
所
謂
貴
之
賓
非
菩
参
照
 
 

張
廣
脂
閑
雅
摘
嬰
略
議
参
照
 
 

天
主
聖
教
十
溺
直
詮
谷
下
（
八
）
参
照
 
 

六
大
 
 

託
2
8
 
翌
朝
佐
闘
（
一
）
悶
託
世
 
 
 

詫
2
9
 
張
庚
海
関
邪
摘
要
略
義
参
照
 
 
 

詫
3
0
 
聖
朝
佐
閥
（
五
）
閥
反
倫
 
 
 

誌
3
1
 
同
 
右
 
（
七
）
闘
病
備
詞
彿
種
々
罪
過
参
照
 
 

第
三
 
債
邁
と
科
畢
的
智
識
と
の
開
係
 
 

明
未
、
利
囁
質
始
め
中
歯
に
兼
つ
キ
宣
教
師
は
、
彼
等
の
倖
道
手
段
と
し
て
、
 
 

そ
の
中
越
せ
る
科
学
的
智
識
を
川
ひ
て
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
て
ゐ
る
。
こ
の
天
 
 

主
教
と
料
率
的
智
識
と
を
如
何
に
彼
等
は
調
和
せ
し
め
て
中
歯
人
に
椿
へ
た
で
あ
 
 

ら
う
か
。
利
瑞
賢
の
学
殖
に
つ
い
て
は
 
 
 

顧
先
亜
〔
利
鳴
響
）
之
寧
、
略
有
三
種
、
大
者
修
身
事
大
、
小
者
絡
物
節
理
、
物
理
之
〓
痛
 
 
 

別
蔑
象
教
、
一
々
皆
楠
楽
典
要
、
洞
麺
可
疑
、
其
帳
分
解
折
、
亦
熊
使
入
寮
凝
（
託
1
）
 
 

と
あ
り
、
更
に
彼
等
宣
教
師
の
串
間
的
な
探
さ
に
つ
い
て
は
、
 
 
 

凡
世
間
世
外
、
萬
物
萬
象
之
理
、
叩
之
顛
不
河
懸
響
琴
線
分
理
解
、
退
面
思
之
、
窮
牢
累
 
 
 

月
、
愈
見
共
謀
之
必
然
不
可
易
也
。
絡
物
窮
理
之
中
叉
復
労
摘
一
種
象
敏
之
寧
、
大
著
薦
暦
 
 
 

法
、
寛
維
持
、
至
共
有
形
有
賀
之
物
、
有
悠
有
数
之
事
、
無
不
韻
以
馬
用
、
用
之
無
不
漁
巧
 
 
 

極
妙
者
（
詫
2
）
 
 

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
く
修
身
事
天
の
拳
問
よ
ゎ
′
、
格
物
窮
埋
に
い
た
 
 

る
畢
を
彼
等
宣
教
師
は
混
然
天
主
の
教
の
中
に
融
合
せ
し
め
⊂
詮
明
せ
る
の
で
あ
 
 

る
○
 
 

人
富
面
仁
義
附
焉
．
或
東
西
之
通
現
也
遺
之
精
微
、
極
人
之
箋
、
事
鱒
凱
蓮
、
極
人
之
形
 
 
 

赤
説
之
、
並
俸
之
、
以
検
知
者
．
不
亦
可
乎
。
先
覚
有
言
、
備
物
致
用
、
立
成
器
以
篤
天
下
 
 
 

利
、
英
文
乎
聖
人
、
器
鎌
形
下
、
再
切
世
用
、
故
事
体
不
細
己
、
且
窺
貌
者
翔
剣
者
、
見
栄
 
 
 

孤
甲
両
軸
鋪
甲
、
摘
小
議
大
、
智
者
渦
之
叉
何
遽
非
練
徳
之
隅
也
（
詫
3
）
 
 
 



右
の
又
は
天
主
教
宣
教
師
が
被
等
の
有
す
る
料
率
的
智
識
を
造
物
主
た
る
天
主
の
 
 

妙
を
教
へ
る
為
に
、
宗
教
の
優
位
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
認
明
せ
ん
と
し
た
 
 

よ
き
例
で
あ
る
。
而
し
な
が
ら
、
停
道
の
補
助
手
段
と
し
て
の
西
洋
料
嬰
の
停
入
 
 

は
、
在
凍
の
中
国
の
畢
問
的
体
系
が
糾
識
的
、
科
啓
的
で
な
い
、
初
期
の
闘
に
て
 
 

は
可
能
な
る
も
、
中
国
尋
問
か
細
識
的
に
′
綴
り
、
畢
と
蓼
と
り
明
確
な
る
研
究
分
 
 

野
が
判
然
と
な
る
に
つ
れ
て
、
如
何
に
こ
れ
等
の
畢
問
を
支
那
個
有
の
笹
岡
と
調
 
 

和
せ
し
め
る
か
、
こ
れ
等
は
天
主
教
が
調
應
的
悪
疫
を
保
持
す
る
限
り
姥
さ
れ
る
 
 

問
題
で
あ
る
。
中
国
社
魔
の
雑
然
た
る
智
識
的
経
験
に
整
然
た
る
拳
的
秩
序
を
褒
 
 

へ
た
の
が
文
儒
略
（
ぎ
ー
i
莞
ヒ
c
I
－
i
）
の
酉
塾
凡
で
あ
る
。
彼
は
峯
を
分
超
し
て
 
 

次
の
六
科
と
し
て
中
歯
に
紹
介
し
て
ゐ
る
。
 
 

呂
a
t
h
e
m
已
i
c
 
 
伺
厄
第
加
（
倫
群
畢
）
≡
h
i
c
s
 
 

と
な
し
漸
次
稀
謬
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
国
塾
者
に
負
せ
ん
と
計
っ
た
の
で
あ
 
 

㌃
が
、
明
未
に
於
い
て
は
僅
少
で
あ
つ
た
。
今
こ
れ
等
の
拳
の
紹
介
に
苦
つ
て
徒
 
 

魔
の
中
国
の
そ
れ
と
如
何
に
調
和
を
計
ら
せ
ん
と
せ
る
か
、
そ
の
】
例
と
し
て
厄
 
 

明
季
天
主
教
塵
遺
と
三
数
視
（
上
田
）
 
 

更
に
⇔
の
斐
煎
餅
安
登
を
分
け
て
、
 
 
 

国
務
日
伽
（
論
理
拳
）
｝
・
董
i
c
 
 

回
教
達
費
西
加
（
形
而
上
嬰
）
少
ざ
首
）
厨
s
i
c
．
 
 

H
 
文
 
科
 
 

．
 
川
号
‥
〓
 
 

日
 
腎
 
科
 
 

囲
 
法
 
科
 
 

国
 
道
 
科
 
 

内
 
道
 
料
 
 （

款
第
密
約
）
 
 

（
勒
束
斯
）
 
 

（
加
諾
撰
斯
）
 
 

（
隆
線
日
登
）
 
 

（
勒
鐸
理
加
）
R
h
c
t
O
r
i
c
p
 
 

（
重
蔵
所
資
亜
）
憎
h
i
㌻
s
C
－
）
h
i
箪
 
 

ン
l
t
土
i
ユ
ニ
…
↑
 
 
 

－
L
て
k
 
 
 

C
巴
－
C
巳
た
班
 
 

↓
h
e
C
－
虞
i
p
 
 

物
資
西
加
 
 
 
（
物
理
畢
）
i
‥
h
篭
i
c
s
 
 

勘
馬
得
馬
第
加
（
数
畢
）
 
 

第
加
【
り
場
合
を
見
る
。
厄
第
加
聖
二
事
に
分
け
次
の
様
に
証
明
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

（
一
）
 
寮
衆
事
之
義
讐
考
諮
徳
之
松
本
、
裡
蔑
行
之
情
形
、
使
知
斯
常
役
之
善
．
常
避
之
 
 

∂
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
 

恵
、
所
以
修
身
 
 

0
0
0
0
 
 
 

（
二
）
 
諭
冶
家
之
道
 
居
室
鹿
家
賛
美
慈
育
、
使
知
其
斯
常
坂
、
併
営
戒
、
以
勢
家
也
 
 
 

（
三
）
 
区
別
衆
政
之
品
節
、
繹
賀
長
民
、
絶
叙
沈
品
、
考
家
事
、
再
使
五
番
親
庸
、
邪
老
盛
 
 

0
 
0
 
¢
 
 
0
 
0
 
0
 
 

舛
、
併
以
治
夫
下
也
。
 
 

中
国
臨
有
の
政
治
道
徳
た
る
修
身
、
治
国
、
卒
天
下
に
結
び
つ
け
詞
儒
的
傾
向
を
 
 

明
瞭
に
示
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

更
に
宣
教
師
が
最
も
そ
の
縦
介
、
宜
停
に
努
力
し
た
。
度
（
天
文
筆
数
（
教
 
 

拳
）
の
二
歩
蒜
4
）
 
に
つ
い
て
見
る
に
、
先
づ
度
に
関
し
て
は
、
碓
凍
の
支
那
 
 

暦
の
欠
点
を
あ
げ
、
 
 
 

臣
恍
古
苑
言
勝
者
有
二
誤
 
其
一
別
先
史
議
言
考
石
箪
今
、
H
鹿
央
行
者
十
鱒
夫
己
則
不
 
 
 

合
、
両
辟
容
於
元
、
謬
之
也
。
英
一
宋
儒
甚
青
天
心
有
一
定
之
数
、
今
犬
侍
耳
、
夫
古
之
暦
 
 
 

法
、
革
時
則
合
着
多
準
非
不
自
謂
己
定
、
久
両
叉
復
不
今
期
宝
石
一
定
可
抱
裁
（
託
5
）
 
 

と
述
べ
、
経
験
を
基
経
と
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
中
国
天
文
の
智
識
の
不
完
全
に
勤
 
 

し
て
西
法
（
西
洋
暦
法
）
の
正
確
な
る
を
主
張
し
、
従
凍
用
ひ
ら
れ
て
凍
た
大
統
 
 

暦
、
回
々
暦
等
を
燈
し
て
、
西
法
に
よ
る
崇
感
暦
書
が
完
成
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
 
 

天
主
教
従
が
中
国
畢
界
及
び
中
団
史
に
輿
へ
た
最
も
大
き
な
貢
献
の
一
つ
で
あ
 
 

る
。
天
帝
崇
拝
を
基
調
と
す
る
中
歯
思
想
界
に
こ
の
暦
法
改
革
は
深
刻
な
影
響
を
 
 

興
へ
た
こ
と
は
雷
然
に
し
て
、
一
方
天
主
教
側
よ
り
見
れ
ば
、
天
主
教
停
遺
の
稚
 
 

好
の
横
合
で
も
あ
つ
た
。
如
何
に
奴
等
が
天
文
畢
的
智
識
を
天
主
教
停
遥
と
結
び
 
 

つ
け
て
宜
博
せ
し
か
は
徐
文
定
が
十
事
を
あ
げ
て
述
べ
て
ゐ
る
。
（
儲
6
）
 
 
 

数
単
に
関
し
て
は
幾
何
原
本
原
序
の
中
で
 
 
 

余
所
関
西
図
千
六
百
年
以
前
、
天
主
行
末
大
行
、
列
国
多
相
赤
来
其
問
、
莫
丈
有
髄
以
蔵
少
 
 

六
七
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之
卒
、
常
十
倍
之
柵
、
守
孤
危
之
城
、
梨
水
陸
之
改
、
如
中
菱
餅
稀
輪
畏
寒
九
攻
九
拒
者
、
 
 
 

時
々
有
之
被
按
何
術
以
然
、
就
於
幾
何
之
畢
両
已
、
以
是
可
見
其
退
所
聞
世
用
至
廣
至
急
也
 
 
 

是
政
経
世
之
鮨
鹿
志
上
前
作
後
述
不
絶
於
世
、
時
々
紹
明
智
益
諭
撰
碁
彷
盛
降
焉
 
 

と
述
べ
、
軍
な
る
拳
の
修
得
の
み
小
甘
ら
す
、
個
人
の
華
南
、
国
家
の
安
寧
を
い
た
 
 

す
べ
き
こ
と
を
詮
い
て
ゐ
る
。
明
季
宣
教
師
の
二
大
方
針
と
も
見
ら
る
ゝ
べ
き
天
 
 

主
教
停
遺
と
科
挙
的
常
識
普
及
の
達
成
の
焉
に
西
洋
塊
進
諸
国
の
繁
歴
と
富
有
と
 
 

を
説
き
、
そ
の
よ
つ
て
禿
た
る
併
は
、
そ
の
奉
や
る
宗
教
の
天
主
教
な
る
こ
と
に
 
 

る
焉
に
も
よ
る
が
、
目
的
は
れ
く
用
ひ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
に
於
い
て
 
 

ょ
り
、
そ
の
宗
教
的
情
操
に
・
よ
＼
各
個
人
道
徳
の
よ
く
普
及
さ
れ
て
ゐ
る
事
及
 
 

び
、
西
洋
諸
幽
に
凝
達
せ
る
自
然
科
挙
が
団
豪
紫
螢
に
大
き
望
月
献
一
ぞ
輿
へ
て
ゐ
 
 

る
こ
と
を
詮
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
大
主
教
と
科
挙
の
普
及
と
は
や
が
て
中
 
 

国
の
安
寧
と
宰
廊
と
を
も
た
ら
す
こ
と
を
併
設
す
る
っ
 
 
 

故
に
明
来
天
主
教
停
道
初
期
に
於
い
て
は
科
畢
は
畢
間
と
し
て
よ
り
も
樽
道
の
 
 

補
助
手
段
と
し
て
そ
の
使
命
を
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
停
凍
着
か
俸
道
者
な
 
 
 

近
代
中
開
建
設
へ
の
大
き
望
月
献
を
焉
し
た
こ
と
を
忠
へ
ば
・
そ
の
史
的
意
義
は
 
 

重
大
で
あ
る
。
 
 

証
1
 
蔑
何
原
本
原
序
盤
 
 

註
2
 
泰
酉
水
法
序
参
照
 
 

託
3
 
同
 
右
 
 
 

詫
4
 
朝
野
雑
記
に
よ
る
禁
書
三
十
二
種
を
内
容
別
に
見
る
と
、
天
主
者
に
関
す
る
も
の
 
 

を
除
け
ぽ
、
教
撃
、
天
文
単
に
関
す
る
も
の
が
之
に
培
い
て
ゐ
る
。
 
 
 

証
5
 
徐
光
啓
、
條
議
暦
法
修
正
歳
差
威
容
照
 
 
 

託
6
 
〝
 
 

度
数
菩
通
十
事
参
照
 
 
 

中
国
宗
教
史
上
、
最
初
の
論
撃
た
る
、
基
、
と
彿
、
儒
、
道
三
教
の
相
互
反
駁
 
 

は
明
李
天
主
教
側
か
ら
の
活
滋
な
る
反
論
に
よ
つ
て
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
純
粋
 
 

な
る
教
義
的
批
判
よ
り
覆
せ
ら
れ
た
る
も
、
各
派
の
持
つ
停
統
的
性
格
は
、
宗
教
的
 
 

信
念
に
基
く
論
争
へ
と
饗
威
す
る
。
か
ゝ
る
場
合
理
論
的
解
繹
の
み
で
は
不
可
能
 
 

で
あ
る
。
殊
に
天
主
教
側
が
封
三
教
攻
撃
の
理
論
的
根
城
を
儒
教
の
倫
理
的
、
合
 
 

理
的
甘
車
間
体
系
に
求
め
た
る
為
に
、
天
主
教
を
し
て
、
産
廃
の
三
教
と
同
一
琴
 
 

惹
の
上
で
論
寧
せ
し
め
る
こ
と
ゝ
な
る
。
利
瑞
賢
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
た
野
二
教
 
 

方
針
が
調
儒
、
排
彿
の
如
き
形
式
を
と
ら
す
に
、
純
然
た
る
信
仰
封
象
と
し
て
天
 
 

主
教
が
布
教
さ
れ
た
ぃ
与
ら
ば
、
か
ゝ
る
激
し
い
論
争
が
政
清
閑
超
に
，
ま
で
優
展
せ
 
 

す
に
終
っ
た
こ
と
ゝ
思
は
れ
る
。
而
し
㌍
が
ら
こ
の
俸
道
方
針
た
る
調
儒
的
傾
向
 
 

は
、
彼
等
の
布
教
を
園
滑
に
遂
行
せ
し
め
、
そ
の
補
助
手
段
た
る
料
率
的
智
識
の
 
 

中
国
普
及
に
大
き
な
貢
献
を
輿
へ
て
ゐ
る
ゥ
近
代
的
中
餞
敢
曾
成
立
に
最
大
の
契
 
 

機
を
輿
へ
た
西
洋
文
化
が
、
上
れ
等
天
‡
教
徒
に
よ
つ
て
最
初
に
中
国
に
も
た
ら
 
 

さ
れ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
彼
等
冨
教
師
が
萌
季
天
主
教
布
教
上
の
功
罪
こ
そ
が
、
 
 

中
国
史
上
に
如
何
に
大
き
生
息
去
を
有
す
る
か
を
知
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
如
く
明
季
天
主
教
徒
の
中
開
布
教
は
、
そ
の
教
理
、
停
道
南
面
よ
り
、
 
 

中
国
碓
兼
の
宗
教
、
畢
間
、
制
度
、
習
慣
と
調
和
、
又
は
排
撃
し
っ
～
、
東
西
二
 
 

大
文
化
の
接
囁
の
一
断
箇
所
を
蕗
皐
す
る
。
こ
の
二
大
文
化
の
接
囁
を
時
間
的
、
 
 

峯
－
1
＝
的
に
明
李
に
限
定
し
て
考
摸
せ
る
併
に
本
論
の
歴
史
性
を
認
め
ん
と
す
る
も
 
 

の
で
、
中
国
政
令
構
造
、
及
び
中
団
民
族
意
識
に
輿
へ
た
影
響
等
に
つ
い
て
は
他
 
 

稿
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
 
。
 
 
 




